
}}

…
¶㎝

 

　咽　

舗
}}一 鵬一r一

鵯

制
・曹

「

「

ド'

m

曲
噂隔●駒

"

'

、

嚇{

幽亀r剛吻蝉 亀o
山 幽 ¶噛"

}帖
,'「'

」ヤ.ド

}譲

　
鹸可」
臨4り嗣

　
蝋

`1
Pヤ

,▼一

、
1

「

'"

1哨'
,

} 一

 

r亨

響

,

ハ
～ 一一

 

π ,へ
圃 一

司■

噛
」

F,

　
　

一 訊}

 

「 ■

P 　一 一

 

.τ

・「

■

　
」

一一{㎝一一 ≒『… 鴨僧一一

 

}

、
7心

F

　
■」,

　
～

}

一
幽 甑、

 

ρ 一

 

(

り

二

　唾 一}

 

蝦
曹

=PD{出叫o
噛

:,='7 一一一■「一『　一}一一一

 

、一

」
i昌 魑昌

 

ρ
,

W

」

「

り

■
"

.舶

 

}

.鰯

.

埴

"

.

、塀
'

忙 、

 

{
」尉

.
川　

P

.

▼一
㌦

F

'

コ

 

一'

,

へ
一 一

 

　　
一

 

'

馳

● "可

》}

　　
」

曽

鱈 「P

,

f

酬 F

～{

・、噂、騨9噛響.¶

 

,

馬い

,

鵜

'

一一甑一噴一 」、調

 

,

、
、

}

」

罵
■■し昌几噸

9

,

、、,-
暫.=訟一 」幽一L

 

吼

　
噸り 」

 

　
三

_一{幽w_〃{F-一

 

Fし巳一
嵐

F 一

 

　心 1 一 一一一 一一 へ
■一馴_電 酬 唱一__L一=一

 

.
　
….

幽
-
,

畠■闇 ▼ 躍▼ ▼ 』

帥fX繊 醐 夙《脚
__1… 一 一 一 剛 紬 　　馬幽岬,一 噛一 一… 一 脚 … …w輔 臨_一 一一 ～ 掃白廓凶`

「〔

辱

1魑

P

・.

ロ　
蝕 り
堺一q亀

戦
■

一叩

ロ}

　

　
ロ～　・…尾 "

m

r

噛

9
,

　
噛P

■

　 …聡=一.

 

、
駕 _～ 　一一

一 一一 一W一

 

イ

{…
r「

「

r

　
帖

　
「

■
圃,

▼曾●コ

　　 慧・

㌔
一 一

 

".n

'
「

,
,

■

'

歯
`

h

「 ヤ

■「

`

.
'
」

のL輪 幽L楠●
鎌 覇 剛q

、 辱

　{、…}

　
畠甲

　　　
{ ,帆

!、」■《燭

ヤ
P

'(9
'

r昌

¢亀u脚 醐
隔

　
,

欄
`ρ

い辱し1酬

一=_._"一

 

融 一

 

りρ藪
、

「騨剛
_."

 

怯　煽顯も
「

　
～

{幅 一
,ド

9

幽一」"

　
亀

,

「一

 

瓢麟

　
紳9

,

臨一
■門㈲

綿
6」鴨

唱,
6

1

矧㍗
嘱 `」

,'幽■T

T

・F

腸

㎝　
、 .呪'"一, 一ii一藍一一一舗

し

 

　
'

闘 髄

、
}へ

」
,

喚

晶

」竿鞘

　
、

　
一

 

{一冒}　

`

一 蔭一」一
軸一__一 一 幽一__一一

い
」

'

唱蝋

　
',

,

一
.

へ
rゐ一σ靹剛脚」馬r吻駒晶一 噛

 

蝋
」

髄

▼Pくq

 

郵

"

亀

・'印

,皿A鴇

 

}

曾 も噛、へ ■」 {
',

甲
,

」_-.尋・
H

'、」

ここ、
L、 サ
冨酬

L、 函」一塩 ■

"、艦

,

　
m

・

　
'

'
「

懇
認

畠

9
,

・

卜

炉

　
藍`_　̀ .㍉一～

一一

 

曲」
・
'」

」 一8.ム 皿一」一一一

 

一

臨讐瞭駈
工灘 電
薦-輪
R

遜



平成9年 度～10年 度 科学研究費補助金

国際学術研究(共 同研究)研 究成果報告書

課 題番 号

09044279

研究課題

アジアにおける難治性寄生虫病

(エキノコックス症等)に 関す る

免疫診断、疫学研究

ImmunodiagnosisandEpidemiologyof

Echinococcosis/CysticercosisinAsia

研究代表者 伊 藤 亮

(旭川医科大学医学部教授)



●

次目

1● ● ■ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●は しがき

2^-3● ● ● ● ● ■ ■ ● ● ● ● ● ●【研究組織】

3● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ●【研究経費】

4～8● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●【研究成果の概要】

【研 究発表 リス ト】

9～1232編)・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …

 

(学会誌等●

 

1

23題)・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …12～15

 

(口頭発表■

 

2

(9編)・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …15著書その他●

 

3

25編)・ ・ ・ ・ ・ ・ …16～140

 

(【原著別刷の掲載】

【参考資料 リス ト】

141～143● ● ● ○ ● ● ● ● ●24編)

 

(原著論文●

 

1

143^-145● ● ● ● ● ● ● ● ●16編)

 

(2.著 書そ の他

147^233・.・ ・ …20編)

 

(【参考別刷の掲載】



は し が き

エキ ノコックス症(多 包 虫症 、単包 虫症)な らび に嚢虫症 は最 も重 篤 で難 治

性 の寄 生虫病で あ り、近年 世界規模でそ の流行 、環 境汚染 が深刻化 して きて い

る。 殖 「 呂 に 鈍 。 エ コ ・・'に

す る免 疫 診 断 、 疫 学 研 究1は 「エキ ノコ ックス症 、嚢虫症 の血清学 的鑑別診

断法 に関す る研 究」 国際学術(共 同研 究)、 研 究代表者 、伊藤 亮 、平 成6年

度(単 年度 、490万 円)、 「難 治性 寄生 虫病(エ キ ノコ ックス症 、嚢 虫症)

の分子 ・免疫 生物 学的研究 」国 際学術(共 同研究)、 研究 代表者 、伊藤 亮、

平成7年 度 ～8年 度(2年 度 、890万 円)、 計3年 間の基礎研究 成果 に基づ

き、 こ 、の ロ ミi-一し い'の'・ の ロ 診 につ い

一 。文部省に提出した交付申請
書、調査研 究 の 目的(ほ ぼ原文)を 以下 に抜粋す る。

本研究 では東南 アジア を主な調査対 象 として、

1)申 請者 の グルー プが ほぼ完成 させ て いる免疫診 断法 の 疫学調 査へ の応 用 と

そ の評価(中 国、イ ン ドネ シア、ネパール 、 メキ シコ)

2)上 記 の3種 の寄 生虫病 につ いてそれ ぞれ の寄 生虫 ミ トコ ン ドリアDNA遺 伝

子 をマー カー とす る遺伝子 診断法 の確 立、

3)遺 伝子 組換 え抗原 作製 によ る免疫診 断法 の国際的標 準化 の試み 、

4)世 界各国か らの研 究、調査 への協 力要請(WHO,PAHO,FAOそ の他)に つ

いて 、国際貢献 の立場か らの今後 の対応 法 の模索 、

以上 を通 して、今後 の国際共 同研 究の展 開 を検 討す る。

本報告書ではこれ まで計5年 間の国 際学術(共 同研究)研 究成果をまとめ る

意味から平成9、10年 度に発表 した原著論文32編 の内、既 に印刷 されて い

る論文25編 と関連原著論文20編 を参考資料 として集録 し、校正刷 りが届 い

ていない論文6編 をはじめ国際会議招待講演報告書その他 の報告書、出版物、

国内学会での口頭発表については紙面の制約からすべて割愛 した。

一1一



【研究組織】

研究代表者:

伊藤 亮(旭 川医科大学 ・医学部 ・教授)

研究分担者(国 内):

金澤 保(産 業医科大学 ・医学部 ・教授)

堀井 俊宏(大 阪大学 ・微生物病研究所 ・助教授)

伊藤 誠(愛 知医科大学 ・医学部 ・助教授)

岡本 宗裕(大 阪大学 ・医学部 ・助手)

中尾 稔(旭 川医科大学 ・医学部 ・助手)

研 究 分 担 者(国 外):

池 島 喬(長 春 中 医 学 院 ・教 授)

piaoZhi-xian(長 春 中 医 学 院 ・教 授)

LiuFeng-Jie(中 国 地 方 病 研 究 所 ・部 長)

WenHao(新 彊 医 科 大 学 ・教 授)

QiuJia-Min(四 川 省 寄 生 虫 病 防 治 研 究 所 ・部 長)

PeterM.Schantz(DeputyChief,CDC,USA)

AgustinPlancarte(Professor,FacultyofMedicine,UNAM,Mexico)

PhilipS.Craig(Professor,SalfordUniversity,UK)

SriS.Margono(Professor,UniversityofIndonesia,FacultyofMedicine,

Indonesia)

ToniWandra(Deputy-Chief,CDC&EH,MinistryofHealth,Indonesia)

一2一



RizalSubahar(AProfessor,UniversityofIndonesia,FacultyofMedicine,

Indonesia)

DurgaD.Joshi(Director,NationalZoonosesandFoodHygieneResearch

Centre,Nepal)

VuittonDominiqueA(Professor,UniversityofFranche-Comte-Besacon,

France}

J¢mAndreassen(Professor,UniversityofCopenhagen,Derunark)

StannyGeerts(Professor,PrinceLeopoldInstituteofTropicalMedicine,

Betgium)

研 究 協 力 者:

中 谷 和 宏(旭 川 医 科 大 学 ・医 学 部 ・文 部 技 官)

ZbigniewS.Pawlowski(EmeritusProfessor,KarolMarcinkowskiUniversity

ofMedicalSciences,Poland)

LiuYue-han{EmeritusProfessor,ChongqingUniversityofMedicalSciences,

China}

ChoSeung-Yull{Professor,SungKwanUniveristy,CollegeofMedicine,

Korea)

AnaFlisser{Professor,FacultyofMedicine,UNAM,Mexico)

MarshallW.Lightowlers(Chief,MolecularParasitologyUnit,Universityof

Melbourne,Australia)

【研究経費】

平 成9年 度6、000、000円

平 成10年 度5、000、000円

計11、000、000円

一3一



【研 究 成果 の概 要】

ア ジアにお ける難 治性寄 生虫病(エ キ ノコ ックス症等)

に関す る免疫 診 断、疫 学研 究

本研究 は 「エ キ ノ コ ックス症、嚢 虫症 に関す る免疫 ・分 子 診断 、疫 学研 究 へ

の展 開研 究」 であ り、下 記 の3項 目を主な 目的 とす る研究 で ある。

1)血 清学的に鑑別が困難であるとされてきていた近縁条虫感染症(多 包虫症、

単包虫症、嚢虫症)に ついて信頼できる鑑別血清診断法の開発

3)流 行地域、特 にアジアでの疫学調査へのこれ らの診断法の導入 と展開

1.血 清学 的診 断法 の開発

(1)多 包 虫症鑑別 血清診 断法 の開発

多包虫症患者 が非 常 に強 く認識 し、 診 断抗 原 と して有 用 と期待 され た多包 虫

原頭 節か ら抽 出 され た分 子量約18kDaのEm18抗 原(ltoetal.1993a.Trans.

Roy.Soc.Trop.Med.Hyg.87,170-172;Itoetal.1993b.Am.J.Trop.Med.

Hyg.49,208-213)に ついて、 国際的な客観 的評価 を受 ける ことを目的 とす る

WHOEchinococcosisInformalWorkingGroupmembers達 との共同研究 を

展 開 した。多包 虫症 のみ の流行地(ア ラスカ 、北海道)、 単包虫症 のみ の流 行

地(オ ー ス トラ リア、 ヨル ダ ン)、 多包 虫症 と単包虫症 との重複流行 地(中 国、

ネパール 、 トル コ、 スイス 、ポー ラ ン ドな ど)で エキ ノコ ックス症 の研 究 を推

進 して きて い る各 国 の共 同研究 者達 に よ って準備 され た多 数 の血清サ ンプル を

用 い、 これ らのサ ンプル の内、 どれ どれ が多包虫症サ ンプル であ るか をEm18

に対す る抗体応答 の有 無(旭 川方 式)に 基 づ いて判定 した。

そ の結 果 、 多 包 虫症 と確 定 され た 患者 血 清 につ い て は ほ ぼ全 例 にお い て

Em18に 対 す る抗体 応答が確 認 され た。 さ らに米 国(CDC)、 中国(重 慶医科

大学)、 ポー ラ ン ド(KarolMarcinkowski大 学)に お いて単包 虫症 と診 断 され

た症例 の中か ら幾 つか のEm18に 対す る抗体応答 陽性 サ ンプル が見つか り、旭

川方 式 の血清 診断基 準 によれ ば多包虫 症 と考 えざるを得 な い と判 断 し、各 国 の

研究 責任者 に再確認 を依 頼 した 。そ の結果 、 これ らの症 例 は実 際単包 虫症 で は

な く多包 虫症 であ った ことが各 国の共 同研究者 による再検 査 の結果 、確認 され

た(ltoeta乙1999.Am.J.Trop.Med.Hyg.60,inpress;ltoeta乙1998 .
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ParasitologyInternational47,95-99;Itoetal.1995.Am .J.Trop.Med.

Hyg.52,41-44;Itoetal.1993.Am.J.Trop.Med.Hyg.49 ,208-213)0

(2)単 包 虫症鑑別 血清 診断法 の開発

エキ ノコ ックス症 の流行地域 にお いて超音 波画像解析 そ の他 の検 査成績 に基

づきエキ ノコ ックス症(単 包 虫症 、多 包 虫症 か を問わ ない 〉が疑 われ る症例 に

ついてはEm18に 対す る抗体応答 がな い場合 には全 て単包 虫症 とみなす旭 川

方 式で十 分対 応で き る ことが判 明 した 。 しか し、 このよ うな基礎成績 に基づ か

ず に血清診 断だ けでエ キ ノコ ックス症 の鑑別診 断 を試み る場合 には、Em18抗

原 に対す る多包 虫症 に特有 のEm18に 対 す る抗体応答 と、エ キ ノコ ックス症 に

特有 の抗体応答 の検 出法 、できれ ば単 包 虫症 に特有 の抗体 応答 の検 出法 を併 用

す る ことが重要 と考 え られ 、 この問題 について も検討 を加 えた 。

単包虫症 に特有 の 診断抗原 と最初 に報告 され、そ の後 の研 究 か ら多包 虫症 、

嚢虫症 にお いて も交 差 反応が認 め られ 、鑑別診 断抗原 として あま り有 用で は な

いとみな されて きていた単包虫 、包 虫液抗原(AntigenB)の 部分精製 を試み た

結果 、部分精 製AntigenBsubunit(8kDa)が エキ ノコ ックス症血清 によ って

特異 的に認識 され る こと、嚢 虫症そ の他 の疾患 では全 く認 識 され な い ことが 判

明 した(ltoe`証1999.Am.J.Trop.Med.Hyg.60,inpress;Kimuraetal.

1999.J.TravelMed.G,inpress;Itoetal.1998 .Am.J.Trop.Med.Hyg.58,

790-792;伊 藤 、中尾1999.病 原 微生物 情報20,inpress)。

現在、 これ らの抗 原 を併用す る こと によって、単包虫症 な らび に多包虫症 を

その他 の感 染症、特 に嚢 虫症か ら鑑別 でき る診 断法 を確 立 できた と考 えて いる。

(3)嚢 虫症鑑別 血清診 断法の開発

グローバ ルな 問題 と して はエキ ノコ ックス症 以上 に全世 界的な流 行、環境 汚

染が深刻化 して きて い る寄生虫症 として嚢虫症 があ る。 ア メ リカ合衆 国 内だ け

で も、最近毎年 、少 な くとも1000人 以上 の患者 が認 定 され てお り、今後 嚢

虫症が流行す る危 険 性が最 も高 い国が 日本 で ある と指摘 されて い る。 上記 の 多

包虫症、単包虫症 に つ いての鑑別 診断 抗原 の研 究過程 にお いて 、鑑 別 を要 す る

寄生虫疾患 と して嚢 虫症血清 を多数扱 う ことがで きた。 そ の過程 で嚢 虫抗原 に

ついての研究 展 開が必 然的 に派 生 した。

これ までの研 究報告(Tsangetal.1989.J.Inf.Dis.159,50-59)を 参考 に

しなが ら、嚢 虫な らび に嚢 虫液 を抗原 材料 とす る比較解 析 を試 み、等電点 電 気

泳動 による部分精製 を試み た結果、嚢 虫症特 異抗原 と して これ まで報告 され て

きて い る糖蛋 白抗原(glycoproteins)集 団(GPs)をsinglestepに よ って精

製 できる こと、 この精製 抗原GPsを 用 いて 、国際的 に評価 されて きて いるイ ム

ノブ ロッ ト法 によ る鑑別 診断抗原群 に対 す る抗体応 答 の証 明のみな らず、 これ
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ま で 爽 雑 物 の 混 入 に よ り応 用 不 可 能 と み な さ れ て い たELISA法 へ の 適 用 も 可

能 で あ る こ と が 判 明 し た(ltoetal.1998.Am.J.Trop.Med.Hyg.59,291-

294;Ohsakietal.1999.InternalMed.38,inpress;Itoetal.1999.

ParasitologyInternational48,inpress;Wandraetal.1999.Trans.Roy.

Soc.Trop.Med.Hyg.93,accepted)o

な お 、 こ の 精 製 抗 原 を 用 い る こ と に よ っ て 、 嚢 虫 感 染 が 引 き 起 こ さ れ る 人 の

み な らず 、 疫 学 上 最 も 重 要 な ブ タ に お い て も 抗 体 応 答 を 容 易 に 検 出 で き る こ と

が 判 明 しつ つ あ る(ltoetal.1999.J.Helminthol.73,accepted)。

以上の成績か ら、多包虫症、単包虫症、嚢虫症それぞれ についての血清学的

診断法が基本的には確立できたと考 えている。現在、これ ら3疾 患について の

血清学的診断が可能 な研究室は世界で旭川医科大学だけか もしれない。ちなみ

に、 これまで嚢虫症 についての血清診 断法の研究で国際的 に評価 されているア

メ リカ国立疾病 情報セ ンター(CDC)に おいて も多包虫症についての血清診断は

不可能である。

2.遺 伝 子診 断法 の研 究

(1)単 包 虫症 にお ける遺伝子診 断 の意義

世界的分布 を示 し、なお かつ寄生虫 の多型が知 られ て いる単包 虫 につ いては、

患者 か ら摘 出され た 病巣 を用 いて、遺 伝子解 析 を試 み るこ とは、患 者 の生活 圏

における危 険 因子 が いか なる動物 によ って媒介 され て いる のか を推 定す る意 味

か ら重要 であ る と考 えて いる。 この点 か ら、ネパール 人の 単包虫症例 を国 内で

経験 し、画像 診断 、血 清診断、遺伝子 診断 を全 て試み 、ネパ ールで の現 地情 報

との比較解析 を加 える ことがで きた(ltoetal.1998.Am.J.Trop.Med.Hyg.

58,790-792)。 同様 の遺伝子解 析 の必 要性が今後増 えて くるのではな いか と予

測 して いる。

(2)多 包 虫症 におけ る遺伝子診 断 の意義

1)の 単包虫症 にお ける遺伝子 診 断法の導入 の意 義付 け と類似 の 問題 として、

旭川 医科大学 では北 海道 に分 布 して い る多包虫 の起源 につ いての興 味か ら、 こ

れ までmitochondrialDNAの 内の一 部の遺伝子 、た とえ ばCO-1遺 伝子 な ど

の解析 に とどま らず 、mitochondrialDNA全 遺 伝子配列 の解読 に挑 戦 してきて

いる。そ の結 果、 吸 虫類 と条虫類 を含 む 、いわゆ る扁形 動 物門 にお いて恐 ら く

世界で最初 に全 遺伝 子配列 を解読 し、 そ の応用 と して 、扁 形 動物 門にお ける各

種寄 生虫 の分子進化 、分子 系統樹 の研 究 へ の新 しい切 り込 み が可能 にな って い
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る(NakaoαaLinpreparations)。 これ まで 岡本宗 裕 によって集積 されて きて

いる基礎成績 に中尾 稔 の新 しい解析手 段 とそ の成果 を加 え る ことによ り、扁 形

動物門の寄生虫各種 につ いての遺伝子解析 が今後 飛躍的 に進 む と期待 され る。

(3)嚢 虫症 、テニ ア症 にお ける遺伝子 診断 の意義

嚢虫 につ いて の遺 伝子診 断の意義付 けは本 症が全 世界的 に分布 して い る こ と

か ら、世界的分布 の 起源 についての興 味の対 象で あ り、 ア メ リカ大陸 、ア ジ ア

大陸、 アフ リカ大 陸 、 ヨー ロッパ大陸 で遺伝 子多型 がみ られ る と期待 され る こ

と(Okamoto&Ito1998.InternationalSymposiumonEnvironmental

AdaptationofEchinococcus)、 また、臨床 の現 場で外科 的摘 出を受 けた嚢 虫 と

患者 の生活圏で発見 され る感染 ブタか ら摘 出 され る嚢 虫 とが 同一で あるか ど う

か につ いて の遺伝子 か らの解析 が可能 にな る ことであ る。

成虫の寄生 による テニ ア症 では、有 鉤条 虫、無鉤条 虫そ れ に近年 東南 ア ジ ア

を中心 に分布 して い るいわ ゆるAsianTaeniaそ れぞれ につ いての種 の鑑 別手

段 と して遺伝子解析 が今後役立 つ と期 待 され る。 これ はテ ニ ア症 の患者 にお け

る感染虫体 種 の同定 のみな らず 、嚢 虫 症 の流行地域 におけ る有鉤条 虫 の保 虫 者

の発見 にとって も、有用 な新 しい検 査手段 にな るか も知 れな い。

以上の興味か らも、中尾稔 を中心 と したmitochondrialDNAの 全 配列 の解読

成果は今後大 いに役 立つ と期待 され る。

3.複 合免疫 不 全マ ウス にお け るテニ ア科 条虫嚢 虫 の

実験 的発育

本研究 は嚢 虫症 の血 清診 断、遺伝子 診 断 の研究 過程 で偶 然入 手 した新鮮 な 虫

卵 を用 いた試 みか ら派 生 した。 これ ま で ウシ(無 鉤 条虫)、 ブ タ(有 鉤条 虫 な

らび にAsianTaenia)を 実験 的 中 間宿 主 と して用 い る以外 には 自然 感 染家 畜

動物か ら嚢虫 を回収 す る しか術がなか ったわ けで あるが、 ウシ、 ブタの代用 と

して複合免疫不全 マ ウス を用 いる ことが 可能な ことが判 明 した(ltoetal.1997.

Parasitology114,85-88;Itoetal.1997.Int.J.Parasitol.27,631-633;Ito&

Ito1999.Parasitol.Today15,64-67)o

この研 究成果 は今 後 世界各地 で入手 され る虫卵 を用 い る実験的感 染研究 の み

な らず、宿主動物 の種差 を考慮す るこ とな く各種嚢 虫の抗 原 性 の比較解析 、 発

生分化 過程 の解析 、宿 主特異性 の解 析 、遺伝子解 析等 な どに大 いに役立つ と期

待 され る。
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4.エ キ ノコ ックス症 、嚢 虫症 の流行地 域で の疫 学研 究

(1)エ キ ノコ ックス症(多 包虫症 、単包 虫症 の重複流 行地域 にて)

エキ ノコ ックス症 につ いて の血清学 的診 断法 は中国四川 省 、青海省 に また が

る、チベ ッ ト高地 に生活 して いるチベ ッ ト民族 を対 象 と した疫 学研 究 に適用 さ

れてきて いる。血清 診 断法 と して旭川 方 式 のみ な らず、そ の他 の幾つか の方 法

が同時 に比較研究 の 対象 とな ったが 、旭 川方式が最 も信頼 性 が高 いとい う成 績

が 中国人研 究 グルー一プによ って得 られ てお り、現在 、疫学成績(Schantzetal.in

preparation)と 、血 清診 断法 の比較検討(Qiuetal.inpreparation,Itoetal.

inpreparation)に つ いて の論 文が準備 されて いる段 階で ある。Em18を 診 断抗

原 とす る旭 川方式 が流行地 で十 分機能す ることが証 明 された と判 断 して いる。

(2)嚢 虫症 の流行地 域で の血清疫学調査

嚢 虫症 血清診 断法 につ いて現 在共 同研 究 を進 めて い る外 国の研 究 グル ー プ を

国別 に リス トア ップす る と、イ ン ドネ シア、パ プアニュー ギニア(オ ー ス トラ

リア)、 中国 、メキ シコ、エク ア ドル 、南ア フ リカがあ げ られ る。嚢虫症 に つ

いての旭 川方式 の血 清学的診 断法 を現 在積極 的 に疫学調 査研 究 に展 開 させて い

る対象 国はイ ン ドネ シアで ある(Wandraetal.1999.Tras.Roy.Soc.Trop.

Med.Hyg.accepted;Simanjuntaketal.1997.Parasitol.Today13,321-

323)。 そ の他 の国 々か らは血清サ ンプル に対す る抗体 の証 明 まで の研究 であ る。

平成11年2月 現 在 、上記 の国々以 外、イ ン ド、ネパー ル、 タンザ ニア、 モ

ザ ンビー ク、ペルー 、デ ンマー ク、イ ギ リス、ベルギ0か ら協 力 を要請 され て

い る。 この研究 につ いては紙 面 の都合 上、 これ以 上言及 しない ことと し、来 年

度 以降の報告書 にお いて詳細 を述べ る こととす る。

5.今 後 の展 望

平成11年 度 か らの新 規 の国 際学術研 究(共 同研究)「 アジアにお ける難治

性寄 生虫病(エ キ ノコ ックス症等)に 関す る免疫 ・分子疫学研究 」で は(1)Em18、

AntigenBsubunit、Glycoproteinsそ れぞれ を遺伝子 組 み換え によって作製

し、国際的標準化 に貢献 した いと考 えて いる。(2)遺 伝子解析 によ り、エキ ノコ

ックス属 各種、テ ニア属各種 につ いて の分子 進化 の問題 のみ な らず 、遺伝子 診

断法 の開発 が可能 にな ると考 えて いる。(3)さ らに、これ らの研究成 果 を流行地

での疫学調査 、対策事 業 に応用 し、特 に発展 途上 国にお ける将来 的対策へ の指

針 を作成 し、国際協 力 を推進 してい きた い と考 えて い る。
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